
スーパーグローバル大学創成支援事業

中間評価調書(令和２年度) 

大学名 整理番号 

構想名 

大学の設置者 

ふりがな
所属・ 
職名 氏名 

構想責任者 

ふりがな
所属・ 
職名 氏名 

学部・ 

研究科等名 

学部数 研究科等数 

（学部名） 

（研究科等名） 

参考資料 
一覧 

資料名 備考 

１ 

２ 

３ 

事務担当者 
連絡先 

ふりがな
所属・ 
職名 氏名 

電話番号 

Email 

※中間評価調書の内容等について連絡のとれる事務担当者を記入してください（複数名の担当者がいる場合でも代表者１名を記
入してください）。また、連絡先 Emailについては、複数人で確認が可能なメールアドレスを記入してください。

1 (整理番号　大学名)



① 構想全体の概念図 【１ページ】（構想調書からの転載）
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3 (整理番号　大学名)



 

③ 共通観点１（構想の創造性、展開性等）概念図 【１ページ】（構想調書からの転載） 

 

 

 

 

4 (整理番号　大学名)



 

④ 共通観点２（共通の成果指標と達成目標）概念図 【１ページ】（構想調書からの転載） 

 

 

 

 

5 (整理番号　大学名)



 

⑤ 共通観点３（大学独自の成果指標と達成目標）概念図 【１ページ】（構想調書からの転載） 

 

 

 

 

6 (整理番号　大学名)



 

⑥ 共通観点４（構想実現のための体制構築）概念図 【１ページ】（構想調書からの転載） 

 

 

 

 

7 (整理番号　大学名)



 

⑦Ａ 個別観点Ａ－１（国際的評価の向上）及びＡ－２（国際的評価に関する教育・研究力）概念図  

（タイプＡのみ）【１ページ】（構想調書からの転載） 

 

 

 

 

8 (整理番号　大学名)



 

⑦Ｂ 個別観点Ｂ（大学の特性を踏まえた特徴）概念図 （タイプＢのみ）【１ページ】（構想調書からの転載） 

 

 

 

 

9 (整理番号　大学名)



 

【公表】 

進捗状況の概要 ※得られたアウトカムを含む構想の実現の観点から記載すること【１ページ】 

 

 

 

10 (整理番号　大学名)



 

【公表】 

特筆すべき成果（グッドプラクティス）【１ページ】 

 

 

 

11 (整理番号　大学名)



 

１．取組状況 

① 構想の実施状況 【１０ページ以内】 

構想の創造性、展開性等（構想調書からの転載） 取組の進捗状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

【本構想の目的】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本構想における取組概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【これまでの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【得られたアウトカム】 

 

 

 

 

 

 

 

【構想を超えて進捗した事項（該当ある場合）】 

 

 

 

 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

  

12 (整理番号　大学名)



 

② 構想実現のための体制構築 【６ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【得られたアウトカム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

13 (整理番号　大学名)



 

本事業の実施計画 ※得られたアウトカムを含む構想の実現の観点から記載すること【６ページ以内】 

年度別実施計画（構想調書からの転載） 取組の進捗状況・課題 

【平成２６年度】 

 

 

 

 

 

 

【平成２７年度】 

 

 

 

 

 

 

【平成２８年度】 

 

 

 

 

 

 

【平成２９年度】 

 

 

 

 

 

 

【平成３０年度】 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 (整理番号　大学名)



 

年度別実施計画（構想調書からの転載） 取組の進捗状況・課題を踏まえた今後の展望 

【令和２年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和３年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和４年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和５年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 (整理番号　大学名)



 

③ 平成２９年度中間評価留意事項への対応【１ページ】 

〔留意事項（改善を要する点、留意すべき点）〕 

※経費面を含む（平成 29年度中間評価結果からの転載） 
留意事項への対応状況 

 【これまでの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16 (整理番号　大学名)



 

④ 国際的評価の向上 （タイプＡのみ）【５ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【得られたアウトカム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

  

17 (整理番号　大学名)



 

⑤ 国際的評価に関する教育・研究力（国際的評価にて強みのある分野の有無）（タイプＡのみ）【５ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【得られたアウトカム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

18 (整理番号　大学名)



 

⑥ 大学の特性を踏まえた特徴 （タイプＢのみ）【１０ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【得られたアウトカム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

19 (整理番号　大学名)



 

２．目標の達成状況 

＜大学共通必須項目＞ 

① 成果指標と達成目標 

１．国際化関連 （１）多様性 ① 教員に占める外国人及び外国の大学で学位を取得した専任教員等の割合 【２ページ以内】 

外国人教員等（Ａ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

　うち外国籍教員 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち外国の大学で学位を取得

　した日本人教員
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち外国で通算１年以上３年未満

　の教育研究歴のある日本人教員
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち外国で通算３年以上の教育研

　究歴のある日本人教員
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全専任教員数（Ｂ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

目標値 実績値 実績値

外国籍の教員、外国の大学で学位を取得した日本人教員、外国で1年以上または3年以上の教育研究歴のある日本人教員について、それぞれの数と全専任教員数を記入する。

平成２５年度

（H25.5.1）

平成２６年度

（H26.5.1）

平成２７年度

（H27.5.1）

平成２８年度

（H28.5.1）

令和２年度

（R2.5.1）

令和５年度

（R5.5.1）

実績値

平成２９年度

（H29.5.1）

平成３０年度

（H30.5.1）

令和元年度

（R1.5.1）

目標値 実績値実績値 目標値

 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

【今後の展望】 

 

  

20 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

１．国際化関連 （１）多様性 ② 職員に占める外国人及び外国の大学で学位を取得した専任職員等の割合 【２ページ以内】 

外国人職員等（Ａ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

　うち外国籍職員 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち外国の大学で学位を取得

　した日本人職員
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち外国で通算１年以上の職務・

　研修経験のある日本人職員
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全専任職員数（Ｂ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

目標値 実績値 実績値

外国籍の職員、外国の大学で学位を取得した日本人職員、外国で1年以上の職務・研修経験のある日本人職員について、それぞれの数と全専任職員数を記入する。

平成２５年度

（H25.5.1）

平成２６年度

（H26.5.1）

平成２７年度

（H27.5.1）

平成２８年度

（H28.5.1）

令和２年度

（R2.5.1）

令和５年度

（R5.5.1）

実績値

平成２９年度

（H29.5.1）

平成３０年度

（H30.5.1）

令和元年度

（R1.5.1）

目標値 実績値実績値 目標値

 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

21 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

１．国際化関連 （１）多様性 ③ 教職員に占める女性の比率 【２ページ以内】 

女性教員（Ａ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全専任教員数（Ｂ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

女性職員（Ｃ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全専任職員数（Ｄ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

割　　合（Ｃ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

目標値 実績値 実績値

女性教員、女性職員の数を記入する。

平成２５年度

（H25.5.1）

平成２６年度

（H26.5.1）

平成２７年度

（H27.5.1）

平成２８年度

（H28.5.1）

令和２年度

（R2.5.1）

令和５年度

（R5.5.1）

実績値

平成２９年度

（H29.5.1）

平成３０年度

（H30.5.1）

令和元年度

（R1.5.1）

目標値 実績値実績値 目標値

 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

22 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

１．国際化関連 （１）多様性 ④ 全学生に占める外国人留学生の割合 【３ページ以内】 

外国人留学生数（Ａ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

　うち在留資格が「留学」の者 人 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人） 人）

　うち在留資格が「留学」以外

　の者
人 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人） 人）

全学生数（Ｂ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

外国人留学生数（Ｃ） 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

　うち在留資格が「留学」の者 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち在留資格が「留学」以外

　の者
人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

全学生数（Ｄ） 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

割　　合（Ｃ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

目標値

実績値 目標値

0 人

人

0 人

平成３０年度

（H30.5.1）

令和元年度

（R1.5.1）

目標値 実績値

0 人

実績値

平成３０年度

（通年）

令和元年度

（通年）

人

0 人

人

人 人 人 人

人 人 人

0 人 0

人

人

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

人

人

人 0 人 0 人

目標値

平成２５年度

（通年）

平成２６年度

（通年）

平成２７年度

（通年）

平成２８年度

（通年）

平成２５年度

（H25.5.1）

平成２６年度

（H26.5.1）

平成２７年度

（H27.5.1）

平成２８年度

（H28.5.1）

令和２年度

（R2.5.1）

令和５年度

（R5.5.1）

実績値

人人人

令和５年度

（通年）

実績値

平成２９年度

（H29.5.1）

目標値 実績値

目標値 実績値 実績値

人人

人 人 人 人

0 人

平成２９年度

（通年）

実績値

外国人留学生のうち、在留資格が「留学」の数に加え、「留学」の在留資格を有さない短期留学生等の数を記入する。

人0

人0

0 人 0 人 0 人 0 人

0 人 0 人 0 人 0 人

人

 

 

 

 

 

23 (整理番号　大学名)



 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

24 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

１．国際化関連 （２）流動性 ① 日本人学生に占める留学経験者の割合 【３ページ以内】 

単位取得を伴う海外留学経験者数（Ａ） 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

　うち学部（Ｂ） 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち大学院（Ｃ） 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

全学生数（Ｄ） 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

　うち学部（Ｅ） 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち大学院（Ｆ） 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

割　　合（Ａ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｂ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｃ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

教員の指導の下、３ヶ月以上研究派遣され

た大学院生数（Ｇ）
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ｇ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

令和５年度

（通年）

実績値 目標値 実績値

全学生数と、日本国籍を保有し正規課程に在籍する学生で、且つ、単位取得を伴う留学を経験した学生の数を記入する。この場合、留学期間は問わない。

また、大学院生について、教員の指導の下、3ヶ月以上の研究派遣された学生の数を記入する。単位取得の有無は問わない。

平成２５年度

（通年）

平成２６年度

（通年）

平成２７年度

（通年）

平成２８年度

（通年）

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

１．国際化関連　（２）流動性
①日本人学生に占める留学経験者の割合

人人人 人 人 人

人

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

人 人 人 人

0 人

人

人

人 人 人 人 人

人 人 人 人

平成２９年度

（通年）

平成３０年度

（通年）

令和元年度

（通年）

目標値 実績値

0 人

人

人

実績値 目標値

 

 

 

 

 

 

25 (整理番号　大学名)



 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

26 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

１．国際化関連 （２）流動性 ② 大学間協定に基づく交流数 【３ページ以内】 

大学間協定に基づく派遣日本人学生数

（Ａ）
0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

　うち単位取得を伴う学部生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち単位取得を伴わない学部生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち単位取得を伴う大学院生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち単位取得を伴わない大学院生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

全学生数（Ｂ） 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

大学間協定に基づく受入外国人留学生数

（Ｃ）
0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

　うち単位取得を伴う学部生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち単位取得を伴わない学部生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち単位取得を伴う大学院生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち単位取得を伴わない大学院生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

全学生数（Ｄ） 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

割　　合（Ｃ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

0 人 0 人

実績値 目標値 実績値 目標値

0 人

外国の大学との連携・交流協定に基づき交流する／した学生数を記入する。

また、日本人学生及び外国人留学生について、単位取得を伴う人数と、伴わない人数を学部生・大学院生別に記入する。

平成２５年度

（通年）

平成２６年度

（通年）

平成２７年度

（通年）

平成２８年度

（通年）

令和５年度

（通年）

0 人

人 人 人 人 人

0 人

人

0 人

人 人 人

人

人

人 人 人 人 人

人人

人

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

人 人 人 人

人0

人 人 人 人 人

0 人 0 人 0 人 0 人

人

人 人 人 人 人

人 人 人 人

人

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

人 人 人 人

人

0 人

0 人

人

人

人

人

0 人

実績値

平成２９年度

（通年）

平成３０年度

（通年）

令和元年度

（通年）

目標値 実績値

 

 

 

27 (整理番号　大学名)



 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

28 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

１．国際化関連 （３）留学支援体制 ① 日本人学生の留学についての支援体制の構築 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

29 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

１．国際化関連 （３）留学支援体制 ② 外国人留学生等の支援体制の構築【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

30 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

１．国際化関連 （４）語学力関係 ① 外国語による授業科目数・割合【３ページ以内】 

外国語による授業科目数（Ａ） 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｂ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｃ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

英語による授業科目数(Ｄ） 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

全授業科目数（Ｅ） 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｆ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｇ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

割　　合（Ａ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｂ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｃ／Ｇ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｄ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

実績値 目標値 実績値 目標値

外国語及び英語による授業科目数と全授業科目数を記入する（語学としての授業を除く）。

なお、外国語（または英語）による授業科目とは、全授業を日本語ではなく外国語（または英語）で実施する授業科目とする。

また、同一の授業科目で複数セッションが設けられている場合は、それぞれ独立した授業科目として数に含める。

平成２５年度

（通年）

平成２６年度

（通年）

平成２７年度

（通年）

平成２８年度

（通年）

令和５年度

（通年）

平成２９年度

（通年）

平成３０年度

（通年）

令和元年度

（通年）

目標値 実績値実績値

 

 

 

 

 

 

 

 

31 (整理番号　大学名)



 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

32 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

１．国際化関連 （４）語学力関係 ② 外国語のみで卒業できるコースの数等 【４ページ以内】 

外国語のみで卒業できるコースの設置数

（Ａ）
0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース

　うち学部（Ｂ） コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース

　うち大学院（Ｃ） コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース

全学位コースの設置数（Ｄ） 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース

　うち学部（Ｅ） コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース

　うち大学院（Ｆ） コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース

割　　合（Ａ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｂ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｃ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

外国語のみで卒業できるコースの在籍者

数（Ｇ）
0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

　うち学部（Ｈ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち大学院（Ｉ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全学生数（Ｊ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

　うち学部（Ｋ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち大学院（Ｌ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ｇ／Ｊ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｈ／Ｋ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｉ／Ｌ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

実績値 目標値 実績値 実績値

外国語のみで卒業できるコースの設置数、全学位コースの設置数、外国語のみで卒業できるコースの在籍者数及び全学生数を学部・大学院別に記入する。

平成２５年度

（H25.5.1）

平成２６年度

（H26.5.1）

平成２７年度

（H27.5.1）

平成２８年度

（H28.5.1）

令和２年度

（R2.5.1）

令和５年度

（R5.5.1）

平成２９年度

（H29.5.1）

平成３０年度

（H30.5.1）

令和元年度

（R1.5.1）

目標値 実績値実績値 目標値

 

 

 

33 (整理番号　大学名)



 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

34 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

１．国際化関連 （４）語学力関係 ③ 日本語教育の充実 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

35 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

１．国際化関連 （４）語学力関係 ④ 学生の語学レベルの測定・把握、向上のための取組 【２ページ以内】 

外国語力基準

外国語力基準を満たす学生数（Ａ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

　うち学部（Ｂ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち大学院（Ｃ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全学生数（Ｄ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

　うち学部（Ｅ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

　うち大学院（Ｆ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

割　　合（Ａ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｂ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｃ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

平成２９年度

（）

平成３０年度

（）

令和元年度

（）

目標値 実績値実績値 目標値実績値 目標値 実績値

平成２５年度

（）

平成２６年度

（）

平成２７年度

（）

平成２８年度

（）

令和２年度

（）

令和５年度

（）

実績値

大学において定めた外国語力基準を記入するとともに、大学が定める時点において当該基準を満たす学生数、全学生数を学部・大学院別に記入する。  

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

【今後の展望】 

  

36 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

１．国際化関連 （５）教務システムの国際通用性 ① ナンバリング実施状況・割合【２ページ以内】 

ナンバリングを行っている授業科目数（Ａ） 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｂ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｃ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

全授業科目数（Ｄ） 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｅ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｆ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

割　　合（Ａ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｂ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｃ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

平成２８年度

（H28.5.1）

令和２年度

（R2.5.1）

令和５年度

（R5.5.1）

実績値

平成２９年度

（H29.5.1）

平成３０年度

（H30.5.1）

令和元年度

（R1.5.1）

目標値 実績値実績値 目標値目標値 実績値 実績値

ナンバリングを行っている授業科目数及び全授業科目数を学部・大学院別に記入する。

平成２５年度

（H25.5.1）

平成２６年度

（H26.5.1）

平成２７年度

（H27.5.1）

 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

37 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

１．国際化関連 （５）教務システムの国際通用性 ② ＧＰＡ導入状況 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

38 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

１．国際化関連 （５）教務システムの国際通用性 ③ シラバスの英語化の状況・割合 【２ページ以内】 

シラバスを英語化している授業科目数（Ａ） 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｂ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｃ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

全授業科目数（Ｄ） 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｅ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｆ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

割　　合（Ａ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｂ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｃ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

平成２５年度

（H25.5.1）

平成２６年度

（H26.5.1）

平成２７年度

（H27.5.1）

目標値

平成２８年度

（H28.5.1）

令和２年度

（R2.5.1）

令和５年度

（R5.5.1）

実績値

平成２９年度

（H29.5.1）

平成３０年度

（H30.5.1）

令和元年度

（R1.5.1）

目標値 実績値目標値 実績値 実績値実績値

シラバスを英語化している授業科目数及び全授業科目数を学部・大学院別に記入する。

なお、同一の授業科目で複数セッションが設けられている場合、それぞれ独立した授業科目として数に含める。  

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

【今後の展望】 

 

39 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

１．国際化関連 （５）教務システムの国際通用性 ④ 教育プログラムの国際通用性と質保証 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

１．国際化関連 （６）大学の国際開放度 ① 柔軟な学事暦の設定の有無 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

41 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

１．国際化関連 （６）大学の国際開放度 ② 入試における国際バカロレアの活用【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

  

42 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

１．国際化関連 （６）大学の国際開放度 ③ 渡日前入試、入学許可の実施等【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

43 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

１．国際化関連 （６）大学の国際開放度 ④ 奨学金支給の入学許可時の伝達 【２ページ以内】 

外国人留学生への奨学金支給の入学許可

時の伝達数（Ａ）
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

奨学金を取得した外国人留学生数（Ｂ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

実績値 目標値

外国人留学生への奨学金支給の入学許可時の伝達数及び奨学金を取得した外国人留学生数を記入する。

平成２５年度

（通年）

平成２６年度

（通年）

実績値

平成２７年度

（通年）

平成２８年度

（通年）

令和５年度

（通年）

実績値 目標値

平成２９年度

（通年）

平成３０年度

（通年）

令和元年度

（通年）

目標値 実績値

 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

44 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

１．国際化関連 （６）大学の国際開放度 ⑤ 混住型学生宿舎の有無 【２ページ以内】 

混住型学生宿舎に入居している外国人留

学生数（Ａ）
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

留学生宿舎に入居している外国人留学生

数（Ｂ）
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

混住型宿舎に入居している日本人学生数

（Ｃ）
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全日本人学生数（Ｄ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ｃ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

混住型学生宿舎に入居している外国人留学生数、留学生宿舎に入居している外国人留学生数、混住型宿舎に入居している日本人学生数及び全日本人学生数を記入する。

令和２年度

（R2.5.1）

令和５年度

（R5.5.1）

実績値 目標値 実績値 実績値

平成２５年度

（H25.5.1）

平成２６年度

（H26.5.1）

平成２７年度

（H27.5.1）

平成２８年度

（H28.5.1）

平成２９年度

（H29.5.1）

平成３０年度

（H30.5.1）

令和元年度

（R1.5.1）

目標値 実績値実績値 目標値

 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

45 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

１．国際化関連 （６）大学の国際開放度 ⑥ 海外拠点の数及び概要 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

46 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

１．国際化関連 （６）大学の国際開放度 ⑦ 外国人留学生ＯＢの積極的活用 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

47 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

１．国際化関連 （６）大学の国際開放度 ⑧ 外国語による情報発信等 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

48 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

２．ガバナンス改革関連 （１）人事システム ① 年俸制の導入 【２ページ以内】 

年俸制適用者（教員）数（Ａ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全専任教員数（Ｂ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

年俸制適用者（職員）数（Ｃ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全専任職員数（Ｄ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

割　　合（Ｃ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

教員及び職員について、年俸制適用者数（教員・職員別）、全専任教員数及び全専任職員数を記入する。

令和５年度

（R5.5.1）

実績値 目標値 実績値 実績値

平成２５年度

（H25.5.1）

平成２６年度

（H26.5.1）

平成２７年度

（H27.5.1）

平成２８年度

（H28.5.1）

令和２年度

（R2.5.1）

平成２９年度

（H29.5.1）

平成３０年度

（H30.5.1）

令和元年度

（R1.5.1）

目標値 実績値実績値 目標値

 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

49 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

２．ガバナンス改革関連 （１）人事システム ② テニュアトラック制の導入 【２ページ以内】 

テニュアトラック対象者数（Ａ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

年間専任教員採用者数（Ｂ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

平成２５年度

（通年）

平成２６年度

（通年）

平成２７年度

（通年）

平成２８年度

（通年）

平成２９年度

（通年）

平成３０年度

（通年）

令和元年度

（通年）

目標値 実績値

令和５年度

（通年）

実績値 目標値実績値 目標値 実績値

テニュアトラック対象者数、一年間の専任教員採用者数を記入する。
 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

50 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

２．ガバナンス改革関連 （１）人事システム ③ 国際通用性を見据えた人事評価制度の導入・活用 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

51 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

２．ガバナンス改革関連 （１）人事システム ④ 国際通用性を見据えた採用と研修【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

52 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

２．ガバナンス改革関連 （２）ガバナンス ① 事務職員の高度化への取組 【２ページ以内】 

外国語力基準

外国語力基準を満たす専任職員数（Ａ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全専任職員数（Ｂ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

平成２６年度

（H26.5.1）

平成２７年度

（H27.5.1）

平成２８年度

（H28.5.1）

令和２年度

（R2.5.1）

令和５年度

（R5.5.1）

平成２９年度

（H29.5.1）

平成３０年度

（H30.5.1）

令和元年度

（R1.5.1）

目標値 実績値実績値 目標値実績値 目標値 実績値 実績値

大学において定めた外国語力基準を記入するとともに、当該基準を満たす専任職員数を記入する。

平成２５年度

（H25.5.1）

 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

53 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

２．ガバナンス改革関連 （２）ガバナンス ② 具体的ビジョン、中期計画等の策定 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

54 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

２．ガバナンス改革関連 （２）ガバナンス ③ 迅速な意思決定を実現する工夫 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

55 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

２．ガバナンス改革関連 （２）ガバナンス ④ 意思決定機関等への外国人の参画 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

56 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

２．ガバナンス改革関連 （２）ガバナンス ⑤ ＩＲ機能の強化・充実 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

57 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

３．教育の改革的取組関連 （１）教育の質的転換・主体的学習の確保 ① 学生の実質的学びの時間の確保に関する取組 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

58 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

３．教育の改革的取組関連 （１）教育の質的転換・主体的学習の確保 ② 学生の主体的参加と大学運営への反映の促進 【２ページ以内】 

学生による授業評価実施授業科目数（Ａ） 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｂ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｃ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

全授業科目数（Ｄ） 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｅ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｆ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

割　　合（Ａ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｂ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｃ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

目標値 実績値実績値

令和５年度

（通年）

平成２９年度

（通年）

平成３０年度

（通年）

令和元年度

（通年）

目標値 実績値 実績値

学生による授業評価実施科目数及び全授業科目数を学部・大学院別に記入する。

なお、同一の授業科目で複数セッションが設けられている場合、それぞれ独立した授業科目として数に含める。

目標値

平成２５年度

（通年）

平成２６年度

（通年）

平成２７年度

（通年）

平成２８年度

（通年）

 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

59 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

３．教育の改革的取組関連 （１）教育の質的転換・主体的学習の確保 ③ ＴＡ活用の実践 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

60 (整理番号　大学名)



 

＜大学共通必須項目＞ 

３．教育の改革的取組関連 （２）入試改革 ① ＴＯＥＦＬ等外部試験の学部入試への活用 【２ページ以内】 

対象学部入学定員数（Ａ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全入学定員数（Ｂ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

実績値

TOEFL等外部試験による入学定員数及び全入学定員数を記入する。

平成２５年度

（通年）

平成２６年度

（通年）

平成２７年度

（通年）

平成２８年度

（通年）

実績値 目標値

平成２９年度

（通年）

平成３０年度

（通年）

令和元年度

（通年）

令和５年度

（通年）

目標値目標値 実績値実績値

 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

61 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

３．教育の改革的取組関連 （２）入試改革 ② 多面的入学者選抜の実施 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

62 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

３．教育の改革的取組関連 （３）柔軟かつ多様なアカデミック・パス ① 柔軟な転学科・転学部、Late Specialization等 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

63 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

３．教育の改革的取組関連 （３）柔軟かつ多様なアカデミック・パス ② 早期卒業・入学、５年一貫制課程等 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

64 (整理番号　大学名)



 

＜大学選択項目＞                                            ※大学が選択していない場合本項目は空欄 

４．その他 （１）教育情報の徹底した公表 【２ページ以内】 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

  

65 (整理番号　大学名)



 

②大学独自の成果指標と達成目標 【６ページ以内】 

＜定量的＞ 

（指標１） (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人)

（指標２） (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人)

（指標３） (回) (回) (回) (回) (回) (回) (回) (回) (回) (回)

（指標４） (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人)

（指標５） (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

平成２５年度

（通年）

平成２６年度

（通年）

平成２７年度

（通年）

平成２８年度

（通年）

平成２５年度

（）

平成２６年度

（）

平成２７年度

（）

平成２８年度

（）

実績値 目標値 実績値

実績値 目標値 実績値

目標値 実績値

実績値

実績値

令和５年度

（）

実績値 目標値

令和５年度

（通年）

令和２年度

（）

平成２９年度

（）

平成３０年度

（）

令和元年度

（）

目標値 実績値

平成２９年度

（通年）

平成３０年度

（通年）

令和元年度

（通年）

目標値

 

＜定性的＞（構想調書からの転載） 

 

 

本構想における取組（構想調書からの転載） 取組の進捗状況と目標の達成状況 これまでの取組における課題と今後の展望 

 【これまでの取組状況と目標の達成状況】 

 

 

【得られた初期アウトカム】 

※目標の達成状況と関連付けて記載すること 

 

 

【得られた中・長期アウトカム（該当ある場合）】 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

【今後の展望】 
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３．財政支援期間終了後を見据えた自走化 

財政支援期間終了後の事業展開（構想調書からの転載） 
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（１）財政支援期間終了後を見据えた自走化計画の内容 

① 自走化の実現に向けた取組内容（自走化計画様式１からの転載） 
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（１）財政支援期間終了後を見据えた自走化計画の内容 

② 取組内容の年度別実施計画（自走化計画様式１からの転載） 
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（１）財政支援期間終了後を見据えた自走化計画の内容 

③ 財政支援期間終了後の事業展開に向けた資金計画（自走化計画様式３からの転載） 

 

70 (整理番号　大学名)



 

（１）財政支援期間終了後を見据えた自走化計画の内容 

④ 資金計画（自走化計画様式２からの転載。令和元年度は実績値も記入） 

 

事業対象経費（単位：千円） ※千円未満は切り捨て          

 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

補助事業経費の総額      

内

訳 

補助金の金額（※1）      

自己収入その他の金額

（※2,3） 
     

 

 令和元年度 令和元年度

（実績値） 

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

補助事業経費の総額       

内

訳 

補助金の金額（※1）       

自己収入その他の金額

（※2,3） 
      

 

 令和元年度 令和元年度

（実績値） 

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

補助事業経費以外の 

支出予定額（※4） 
      

 
（※1）平成 26年度から平成 30年度までの「補助金の金額」は交付決定額（変更後）ベースで実績を記載すること。（但し、令和元年度は当初交付決定額ベース。実績値もあわせて記載

すること。）令和 2年度以降の補助金の額は便宜的に令和元年度（当初交付決定額ベース）の額を毎年 10％減じた額を記入すること。実際の補助金の額とは異なる。 

（※2）文部科学省や他省庁が実施する他の補助金（公募要領Ｐ１１参照）は「自己収入その他の金額」に計上しないこと。 

（※3）国立大学における運営費交付金、公立大学における運営費交付金等、私立大学の私立大学経常費補助金等は「自己収入その他の金額」に計上しないこと。 

（※4）「補助事業経費以外の支出予定額」については、令和元年～令和 5年において、事業対象経費ではないが、本事業（SGU）に関連して支出する予定の額を計上すること。例えば、

大学独自で実施する取組として、運営費交付金に内在化した金額（公立大学の場合は運営費交付金等、私立大学の場合は私立大学経常費補助金等）や文部科学省が実施する他の補

助金事業のうち、本事業の自走化に関係する金額は、この欄に記入すること。 
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（２）財政支援期間終了後を見据えた自走化の進捗状況 

① 徹底した「大学改革」と「国際化」の断行による大学の体制や組織文化そのものの国際通用性の強化及

び大学の国際競争力の向上 

※「１．取組状況」、「２．目標の達成状況」、「３．財政支援期間終了後を見据えた自走化」及び「４．経費（補助金等）の

使用状況」に記載した内容を踏まえ、数値等も示しながら具体的に記述すること。【４ページ以内】 

【これまでの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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（２）財政支援期間終了後を見据えた自走化の進捗状況 

② 財政支援期間終了後を見据えた財源確保 

※「１．取組状況」、「２．目標の達成状況」、「３．財政支援期間終了後を見据えた自走化」及び「４．経費（補助金等）の

使用状況」に記載した内容を踏まえ、数値等も示しながら具体的に記述すること。【４ページ以内】 

【これまでの取組状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【得られた中・長期アウトカム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【これまでの取組における課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 
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＜平成２６年度＞【１ページ】

経費区分
補助金額

（a）
大学負担額

（b）
支出実績
（a＋b）

備考

【物品費】 0 0 0
①設備備品費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②消耗品費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【人件費・謝金】 0 0 0
①人件費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②謝金 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【旅費】 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
【その他】 0 0 0
①外注費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②印刷製本費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
③会議費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
④通信運搬費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
⑤光熱水料 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
⑥その他（諸経費） 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【間接経費】（タイプＡのみ） 0

平成２６年度　合計 0 0 0

補助金申請額
（a）

大学負担額
（b）

事業規模
（a＋b）

0

４．経費（補助金等）の使用状況
構想調書及び実績報告書に基づき、平成２６年度～令和元年度の経費の使用状況を記載する。

（単位：千円）

＜参考＞構想調書上の事業規模（単位：千円）
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４．経費（補助金等）の使用状況
構想調書及び実績報告書に基づき、平成２６年度～令和元年度の経費の使用状況を記載する。

＜平成２７年度＞【１ページ】

経費区分
補助金額

（a）
大学負担額

（b）
支出実績
（a＋b）

備考

【物品費】 0 0 0
①設備備品費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②消耗品費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【人件費・謝金】 0 0 0
①人件費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②謝金 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【旅費】 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
【その他】 0 0 0
①外注費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②印刷製本費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
③会議費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
④通信運搬費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
⑤光熱水料 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
⑥その他（諸経費） 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【間接経費】（タイプＡのみ） 0

平成２７年度　合計 0 0 0

補助金申請額
（a）

大学負担額
（b）

事業規模
（a＋b）

0

（単位：千円）

＜参考＞構想調書上の事業規模（単位：千円）
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４．経費（補助金等）の使用状況
構想調書及び実績報告書に基づき、平成２６年度～令和元年度の経費の使用状況を記載する。

＜平成２８年度＞【１ページ】

経費区分
補助金額

（a）
大学負担額

（b）
支出実績
（a＋b）

備考

【物品費】 0 0 0
①設備備品費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②消耗品費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【人件費・謝金】 0 0 0
①人件費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②謝金 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【旅費】 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
【その他】 0 0 0
①外注費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②印刷製本費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
③会議費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
④通信運搬費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
⑤光熱水料 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
⑥その他（諸経費） 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【間接経費】（タイプＡのみ） 0

平成２８年度　合計 0 0 0

補助金申請額
（a）

大学負担額
（b）

事業規模
（a＋b）

0

（単位：千円）

＜参考＞構想調書上の事業規模（単位：千円）
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４．経費（補助金等）の使用状況
構想調書及び実績報告書に基づき、平成２６年度～令和元年度の経費の使用状況を記載する。

＜平成２９年度＞【１ページ】

経費区分
補助金額

（a）
大学負担額

（b）
支出実績
（a＋b）

備考

【物品費】 0 0 0
①設備備品費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②消耗品費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【人件費・謝金】 0 0 0
①人件費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②謝金 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【旅費】 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
【その他】 0 0 0
①外注費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②印刷製本費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
③会議費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
④通信運搬費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
⑤光熱水料 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
⑥その他（諸経費） 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【間接経費】（タイプＡのみ） 0

平成２９年度　合計 0 0 0

補助金申請額
（a）

大学負担額
（b）

事業規模
（a＋b）

0

（単位：千円）

＜参考＞構想調書上の事業規模（単位：千円）
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４．経費（補助金等）の使用状況
構想調書及び実績報告書に基づき、平成２６年度～令和元年度の経費の使用状況を記載する。

＜平成３０年度＞【１ページ】

経費区分
補助金額

（a）
大学負担額

（b）
支出実績
（a＋b）

備考

【物品費】 0 0 0
①設備備品費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②消耗品費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【人件費・謝金】 0 0 0
①人件費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②謝金 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【旅費】 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
【その他】 0 0 0
①外注費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②印刷製本費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
③会議費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
④通信運搬費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
⑤光熱水料 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
⑥その他（諸経費） 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【間接経費】（タイプＡのみ） 0

平成３０年度　合計 0 0 0

補助金申請額
（a）

大学負担額
（b）

事業規模
（a＋b）

0

＜参考＞構想調書上の事業規模（単位：千円）

（単位：千円）
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４．経費（補助金等）の使用状況
構想調書及び実績報告書に基づき、平成２６年度～令和元年度の経費の使用状況を記載する。

＜令和元年度＞【１ページ】

経費区分
補助金額

（a）
大学負担額

（b）
支出実績
（a＋b）

備考

【物品費】 0 0 0
①設備備品費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②消耗品費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【人件費・謝金】 0 0 0
①人件費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②謝金 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【旅費】 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
・ 0
【その他】 0 0 0
①外注費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
②印刷製本費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
③会議費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
④通信運搬費 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
⑤光熱水料 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
⑥その他（諸経費） 0 0 0
・ 0
・ 0
・ 0
【間接経費】（タイプＡのみ） 0

令和元年度　合計 0 0 0

補助金申請額
（a）

大学負担額
（b）

事業規模
（a＋b）

0

（単位：千円）

＜参考＞構想調書上の事業規模（単位：千円）
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（成果指標データ）

大学共通必須項目

外国人教員等（Ａ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

　うち外国籍教員 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち外国の大学で学位を取得
　した日本人教員

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち外国で通算１年以上３年未満
　の教育研究歴のある日本人教員

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち外国で通算３年以上の教育研
　究歴のある日本人教員

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全専任教員数（Ｂ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

大学共通必須項目

外国人職員等（Ａ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

　うち外国籍職員 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち外国の大学で学位を取得
　した日本人職員

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち外国で通算１年以上の職務・
　研修経験のある日本人職員

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全専任職員数（Ｂ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

大学選択項目（選択した場合○を記入）　　　【記入欄：　○　】

女性教員（Ａ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全専任教員数（Ｂ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

女性職員（Ｃ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全専任職員数（Ｄ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

割　　合（Ｃ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

目標値 実績値 実績値

外国籍の教員、外国の大学で学位を取得した日本人教員、外国で1年以上または3年以上の教育研究歴のある日本人教員について、それぞれの数と全専任教員数を記入する。

目標値 実績値 実績値

外国籍の職員、外国の大学で学位を取得した日本人職員、外国で1年以上の職務・研修経験のある日本人職員について、それぞれの数と全専任職員数を記入する。

１．国際化関連　（１）多様性
②職員に占める外国人及び外国の大学で学位を取得した専任職員等の割合

平成２５年度
（H25.5.1）

平成２６年度
（H26.5.1）

平成２７年度
（H27.5.1）

平成２８年度
（H28.5.1）

令和２年度
（R2.5.1）

令和５年度
（R5.5.1）

実績値

平成２９年度
（H29.5.1）

１．国際化関連　（１）多様性
①教員に占める外国人及び外国の大学で学位を取得した専任教員等の割合

平成２５年度
（H25.5.1）

平成２６年度
（H26.5.1）

平成２７年度
（H27.5.1）

平成２８年度
（H28.5.1）

令和２年度
（R2.5.1）

令和５年度
（R5.5.1）

実績値

平成２９年度
（H29.5.1）

平成３０年度
（H30.5.1）

令和元年度
（R1.5.1）

目標値 実績値実績値 目標値

平成３０年度
（H30.5.1）

令和元年度
（R1.5.1）

目標値 実績値実績値 目標値

目標値 実績値 実績値

女性教員、女性職員の数を記入する。

１．国際化関連　（１）多様性
③教職員に占める女性の比率

平成２５年度
（H25.5.1）

平成２６年度
（H26.5.1）

平成２７年度
（H27.5.1）

平成２８年度
（H28.5.1）

令和２年度
（R2.5.1）

令和５年度
（R5.5.1）

実績値

平成２９年度
（H29.5.1）

平成３０年度
（H30.5.1）

令和元年度
（R1.5.1）

目標値 実績値実績値 目標値
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（成果指標データ）

大学共通必須項目

外国人留学生数（Ａ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

　うち在留資格が「留学」の者 人 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人） 人）

　うち在留資格が「留学」以外
　の者

人 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人） 人）

全学生数（Ｂ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

外国人留学生数（Ｃ） 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

　うち在留資格が「留学」の者 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち在留資格が「留学」以外
　の者

人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

全学生数（Ｄ） 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

割　　合（Ｃ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

大学共通必須項目

単位取得を伴う海外留学経験者数（Ａ） 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

　うち学部（Ｂ） 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち大学院（Ｃ） 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

全学生数（Ｄ） 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

　うち学部（Ｅ） 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち大学院（Ｆ） 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

割　　合（Ａ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｂ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｃ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

教員の指導の下、３ヶ月以上研究派遣
された大学院生数（Ｇ）

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ｇ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

目標値

実績値 目標値

実績値 目標値

平成２９年度
（H29.5.1）

平成３０年度
（H30.5.1）

令和元年度
（R1.5.1）

目標値 実績値

0 人

実績値

0 人

平成２９年度
（通年）

平成３０年度
（通年）

令和元年度
（通年）

目標値 実績値

0 人

日本国籍を有する正規学生数（全学生数）と、その内、単位取得を伴う留学を経験した学生の数を記入する。留学期間は問わない。
また、大学院生について、教員の指導の下、3ヶ月以上の研究派遣された学生の数を記入する。単位取得の有無は問わない。

平成２７年度
（通年）

平成２８年度
（通年）

人

人 人 人 人 人

人人 人 人 人

人

人

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

人 人 人 人

0 人

人

人

令和５年度
（通年）

実績値 目標値 実績値

人 0 人 0 人

人

外国人留学生のうち、在留資格が「留学」の数に加え、「留学」の在留資格を有さない短期留学生等の数を記入する。

平成２５年度
（通年）

平成２６年度
（通年）

人 人 人

0 人 0 人

人 人 人 人

人

0 人

平成２９年度
（通年）

平成３０年度
（通年）

人0

0 人

令和元年度
（通年）

目標値 実績値

0 人

0

0 人 0 人

人 人 人

人

人

人

目標値

平成２５年度
（通年）

平成２６年度
（通年）

平成２７年度
（通年）

平成２８年度
（通年）

１．国際化関連　（１）多様性
④全学生に占める外国人留学生の割合

平成２５年度
（H25.5.1）

平成２６年度
（H26.5.1）

平成２７年度
（H27.5.1）

平成２８年度
（H28.5.1）

令和２年度
（R2.5.1）

令和５年度
（R5.5.1）

実績値

人人人

令和５年度
（通年）

実績値 実績値

目標値 実績値 実績値

人人

人 人 人 人

0 人 0 人 0 人 0 人

0 人 0 人

１．国際化関連　（２）流動性
①日本人学生に占める留学経験者の割合

人 人 人人人 人

0 人 0 人 0 人

人0

0 人 0 人 0 人 0 人

0 人 0
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（成果指標データ）

大学共通必須項目

大学間協定に基づく派遣日本人学生数
（Ａ）

0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

　うち単位取得を伴う学部生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち単位取得を伴わない学部生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち単位取得を伴う大学院生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち単位取得を伴わない大学院生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

全学生数（Ｂ） 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

大学間協定に基づく受入外国人留学生
数（Ｃ）

0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

　うち単位取得を伴う学部生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち単位取得を伴わない学部生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち単位取得を伴う大学院生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

　うち単位取得を伴わない大学院生数 人 人 人 人

（うち女性） 人） 人） 人） 人）

全学生数（Ｄ） 0 人 0 人 0 人 0 人

（うち女性） (0 人） (0 人） (0 人） (0 人）

割　　合（Ｃ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

実績値

平成２９年度
（通年）

平成３０年度
（通年）

令和元年度
（通年）

目標値 実績値

0 人

人

人

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

人 人 人 人 人

0 人

人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人

人0

人 人 人 人 人

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

人

人

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

人 人 人 人 人

人

人 人 人 人 人

人人 人 人 人

外国の大学との連携・交流協定に基づき交流する／した学生数を記入する。
また、日本人学生及び外国人留学生について、単位取得を伴う人数と、伴わない人数を学部生・大学院生別に記入する。

平成２５年度
（通年）

平成２６年度
（通年）

平成２７年度
（通年）

平成２８年度
（通年）

令和５年度
（通年）

0 人

人 人 人 人 人

0 人

人

0 人 0 人

実績値 目標値 実績値 目標値

0 人0 人

１．国際化関連　（２）流動性
②大学間協定に基づく交流数
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（成果指標データ）

大学共通必須項目

外国語による授業科目数（Ａ） 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｂ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｃ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

英語による授業科目数(Ｄ） 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

全授業科目数（Ｅ） 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｆ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｇ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

割　　合（Ａ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｂ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｃ／Ｇ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｄ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

大学共通必須項目

外国語のみで卒業できるコースの設置
数（Ａ）

0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース

　うち学部（Ｂ） コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース

　うち大学院（Ｃ） コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース

全学位コースの設置数（Ｄ） 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース 0 コース

　うち学部（Ｅ） コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース

　うち大学院（Ｆ） コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース コース

割　　合（Ａ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｂ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｃ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

外国語のみで卒業できるコースの在籍
者数（Ｇ）

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

　うち学部（Ｈ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち大学院（Ｉ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全学生数（Ｊ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

　うち学部（Ｋ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち大学院（Ｌ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ｇ／Ｊ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｈ／Ｋ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｉ／Ｌ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

実績値 目標値 実績値 目標値

外国語及び英語による授業科目数と全授業科目数を記入する（語学としての授業を除く）。
なお、外国語（または英語）による授業科目とは、全授業を日本語ではなく外国語（または英語）で実施する授業科目とする。
また、同一の授業科目で複数セッションが設けられている場合は、それぞれ独立した授業科目として数に含める。

平成２５年度
（通年）

平成２６年度
（通年）

平成２７年度
（通年）

平成２８年度
（通年）

令和５年度
（通年）

平成２９年度
（通年）

平成３０年度
（通年）

令和元年度
（通年）

目標値 実績値実績値

実績値 目標値 実績値 実績値

外国語のみで卒業できるコースの設置数、全学位コースの設置数、外国語のみで卒業できるコースの在籍者数及び全学生数を学部・大学院別に記入する。

１．国際化関連　（４）語学力関係
②外国語のみで卒業できるコースの数等

平成２５年度
（H25.5.1）

平成２６年度
（H26.5.1）

平成２７年度
（H27.5.1）

平成２８年度
（H28.5.1）

令和２年度
（R2.5.1）

令和５年度
（R5.5.1）

平成２９年度
（H29.5.1）

平成３０年度
（H30.5.1）

令和元年度
（R1.5.1）

目標値 実績値実績値 目標値

１．国際化関連　（４）語学力関係
①外国語による授業科目数・割合
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（成果指標データ）

大学共通必須項目

外国語力基準

外国語力基準を満たす学生数（Ａ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

　うち学部（Ｂ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

　うち大学院（Ｃ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全学生数（Ｄ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

　うち学部（Ｅ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

　うち大学院（Ｆ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

割　　合（Ａ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｂ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｃ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

ナンバリングを行っている授業科目数
（Ａ）

0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｂ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｃ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

全授業科目数（Ｄ） 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｅ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｆ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

割　　合（Ａ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｂ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｃ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

シラバスを英語化している授業科目数
（Ａ）

0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｂ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｃ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

全授業科目数（Ｄ） 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｅ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｆ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

割　　合（Ａ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｂ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｃ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

大学共通必須項目

大学において定めた外国語力基準を記入するとともに、大学が定める時点において当該基準を満たす学生数、全学生数を学部・大学院別に記入する。

目標値 実績値 実績値

ナンバリングを行っている授業科目数及び全授業科目数を学部・大学院別に記入する。

大学共通必須項目

１．国際化関連　（５）教務システムの国際通用性
①ナンバリング実施状況・割合

平成２５年度
（H25.5.1）

平成２６年度
（H26.5.1）

平成２７年度
（H27.5.1）

令和５年度
（R5.5.1）

目標値

平成２８年度
（H28.5.1）

令和２年度
（R2.5.1）

実績値

平成２９年度
（H29.5.1）

平成３０年度
（H30.5.1）

令和元年度
（R1.5.1）

目標値 実績値

目標値 実績値 実績値

実績値

実績値

１．国際化関連　（４）語学力関係
④学生の語学レベルの測定・把握、向上のための取組

平成２９年度
（）

平成３０年度
（）

令和元年度
（）

目標値 実績値実績値 目標値実績値 目標値 実績値

平成２５年度
（）

平成２６年度
（）

平成２７年度
（）

平成２８年度
（）

令和２年度
（）

令和５年度
（）

実績値

目標値

平成２８年度
（H28.5.1）

令和２年度
（R2.5.1）

令和５年度
（R5.5.1）

実績値

平成２９年度
（H29.5.1）

平成３０年度
（H30.5.1）

令和元年度
（R1.5.1）

目標値 実績値

平成２５年度
（H25.5.1）

平成２６年度
（H26.5.1）

平成２７年度
（H27.5.1）

１．国際化関連　（５）教務システムの国際通用性
③シラバスの英語化の状況・割合

シラバスを英語化している授業科目数及び全授業科目数を学部・大学院別に記入する。
なお、同一の授業科目で複数セッションが設けられている場合、それぞれ独立した授業科目として数に含める。
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（成果指標データ）

大学選択項目（選択した場合○を記入）　　　【記入欄：　○　】

外国人留学生への奨学金支給の入学
許可時の伝達数（Ａ）

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

奨学金を取得した外国人留学生数（Ｂ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

大学選択項目（選択した場合○を記入）　　　【記入欄：　○　】

混住型学生宿舎に入居している外国人
留学生数（Ａ）

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

留学生宿舎に入居している外国人留学
生数（Ｂ）

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

混住型宿舎に入居している日本人学生
数（Ｃ）

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全日本人学生数（Ｄ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ｃ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

年俸制適用者（教員）数（Ａ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全専任教員数（Ｂ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

年俸制適用者（職員）数（Ｃ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全専任職員数（Ｄ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

割　　合（Ｃ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

大学選択項目（選択した場合○を記入）　　　【記入欄：　○　】

テニュアトラック対象者数（Ａ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

年間専任教員採用者数（Ｂ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

平成２５年度
（通年）

平成２６年度
（通年）

平成２７年度
（通年）

平成２８年度
（通年）

平成２９年度
（通年）

平成３０年度
（通年）

令和元年度
（通年）

目標値 実績値実績値 目標値 実績値

平成２５年度
（通年）

平成２６年度
（通年）

平成２７年度
（通年）

平成２８年度
（通年）

令和５年度
（通年）

実績値

テニュアトラック対象者数、一年間の専任教員採用者数を記入する。

平成２６年度
（H26.5.1）

平成２７年度
（H27.5.1）

平成２８年度
（H28.5.1）

平成２９年度
（H29.5.1）

平成３０年度
（H30.5.1）

令和元年度
（R1.5.1）

目標値 実績値 目標値実績値

目標値

実績値

令和５年度
（通年）

実績値 目標値

平成２９年度
（通年）

平成３０年度
（通年）

令和元年度
（通年）

目標値 実績値

令和５年度
（R5.5.1）

実績値 目標値 実績値 実績値

混住型学生宿舎に入居している外国人留学生数、留学生宿舎に入居している外国人留学生数、混住型宿舎に入居している日本人学生数及び全日本人学生数を記入する。

大学共通必須項目

２．ガバナンス改革関連　（１）人事システム
①年俸制の導入

平成２５年度
（H25.5.1）

平成２６年度
（H26.5.1）

平成２７年度
（H27.5.1）

平成２８年度
（H28.5.1）

令和２年度
（R2.5.1）

平成２９年度
（H29.5.1）

平成３０年度
（H30.5.1）

令和元年度
（R1.5.1）

目標値 実績値実績値 目標値

１．国際化関連　（６）大学の国際開放度
④奨学金支給の入学許可時の伝達

２．ガバナンス改革関連　（１）人事システム
②テニュアトラック制の導入

教員及び職員について、年俸制適用者数（教員・職員別）、全専任教員数及び全専任職員数を記入する。

令和２年度
（R2.5.1）

令和５年度
（R5.5.1）

実績値 目標値 実績値 実績値

実績値 目標値

外国人留学生への奨学金支給の入学許可時の伝達数及び奨学金を取得した外国人留学生数を記入する。

１．国際化関連　（６）大学の国際開放度
⑤混住型学生宿舎の有無

平成２５年度
（H25.5.1）
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（成果指標データ）

外国語力基準

外国語力基準を満たす専任職員数（Ａ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全専任職員数（Ｂ） 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

大学選択項目（選択した場合○を記入）　　　【記入欄：　○　】

学生による授業評価実施授業科目数
（Ａ）

0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｂ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｃ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

全授業科目数（Ｄ） 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目 0 科目

　うち学部（Ｅ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

　うち大学院（Ｆ） 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

割　　合（Ａ／Ｄ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｂ／Ｅ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

割　　合（Ｃ／Ｆ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

大学共通必須項目

対象学部入学定員数（Ａ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

全入学定員数（Ｂ） 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

割　　合（Ａ／Ｂ） #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％ #DIV/0! ％

（指標１） (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人)

（指標２） (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人)

（指標３） (回) (回) (回) (回) (回) (回) (回) (回) (回) (回)

（指標４） (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人) (人)

（指標５） (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％) (％)

令和２年度
（R2.5.1）

令和元年度
（R1.5.1）

目標値 実績値

大学共通必須項目

平成２５年度
（通年）

平成２６年度
（通年）

平成２７年度
（通年）

平成２８年度
（通年）

実績値 目標値 実績値 実績値

大学において定めた外国語力基準を記入するとともに、当該基準を満たす専任職員数を記入する。

２．ガバナンス改革関連　（２）ガバナンス
①事務職員の高度化への取組

平成２５年度
（H25.5.1）

平成２６年度
（H26.5.1）

平成２７年度
（H27.5.1）

平成２８年度
（H28.5.1）

平成３０年度
（通年）

令和元年度
（通年）

実績値

３．教育の改革的取組関連　（１）教育の質的転換・主体的学習の確保
②学生の主体的参加と大学運営への反映の促進

令和５年度
（R5.5.1）

平成２９年度
（H29.5.1）

平成３０年度
（H30.5.1）

＜定量的＞

実績値

TOEFL等外部試験による入学定員数及び全入学定員数を記入する。

平成２５年度
（通年）

平成２６年度
（通年）

平成２７年度
（通年）

平成２８年度
（通年）

実績値 目標値

平成２９年度
（通年）

平成３０年度
（通年）

令和元年度
（通年）

令和５年度
（通年）

目標値目標値 実績値実績値

実績値 実績値

平成２５年度
（通年）

平成２６年度
（通年）

平成２７年度
（通年）

平成２８年度
（通年）

平成２５年度
（）

平成２６年度
（）

平成２７年度
（）

平成２８年度
（）

目標値

令和５年度
（通年）

令和２年度
（）

平成２９年度
（）

平成３０年度
（）

令和元年度
（）

目標値実績値 目標値 実績値

実績値 目標値 実績値

平成２９年度
（通年）

平成３０年度
（通年）

令和元年度
（通年）

目標値 実績値

実績値

実績値

令和５年度
（）

目標値

令和５年度
（通年）

平成２９年度
（通年）

大学独自の成果指標と達成目標

目標値 実績値

３．教育の改革的取組関連　（２）入試改革
①ＴＯＥＦＬ等外部試験の学部入試への活用

実績値

学生による授業評価実施科目数及び全授業科目数を学部・大学院別に記入する。
なお、同一の授業科目で複数セッションが設けられている場合、それぞれ独立した授業科目として数に含める。

目標値

目標値

目標値 実績値実績値
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